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人事部門とステータスの向上について
前略　　４月の労務人事委員会において、表題のようなテーマで説明をさせていただきました。

これは、小生が人事部門責任者としての勤務時代に、トップへの具申や重役会における事業計画の説明をすることが多々ありましたが、その際にいろいろの質問が当然出されます。

しかし、細かい数字となると頭に入っていないために、瞬時に的確な回答が出来ずにタイミングを逃した反省から考案したものです。

基本は、労政・人事データーを手元において、職務に関するあらゆる質問に対応できるようにすることを企図して作成しました。
ところが、実際にはそれ以外の、いわゆるインフォーマルに会社の将来展望を語る、描く場合が多くあり、その際にもこの資料が活躍しました。

例えば、①採用活動をする際には、４５歳以上の人員構成や退社･入社の実態からの予測。
　②昇任・昇格に際しては、事業場に偏りが無いか、課長クラスになるまでには少なくとも２部門の　
　　経験をさせることにより、自部門の利害に拘らない、全体最適を考えられる、幅のある人材を　
　 育てられているか。　
③どの事業場の災害が増加傾向にあるのか、特定の部門に片寄っているのであれば、所属長は人事異動の対象に上げる。　
④昇給交渉に際しては、事業場ごとの労働分配率の予測を示し、各事業場長にも賃上げ交渉
や賞与交渉に関心を持ってもらう。

等などの発信をしてきました。
人事部門の存在感（ステータス）を増すには、あるべき姿を描きストーリーを構築してデーターベースで裏づけを取って、会社トップや労働組合の理解をスムーズに得ることが大切と存じます。
つきましては、代表的な労政・人事データーのフォームを作成しておりますので、それぞれの会社で是非必要と思われるものがありましたら、過去に遡って纏められたらよいと考えます。

また、経営の指標は多くはありませんので、経理部門と調整の上で、追記されたらよいと思います。

今後とも、経営人事を推し進めていただき、ご活躍されることを祈念いたします
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